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結果および考察 －間隙水中栄養塩濃度およびそれらの水柱への供給速度の変動－
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四季を通した実測値がない

背景 試料と方法

・2020年4月から2022年3月
毎月観測を実施

・直上水と間隙水中の栄養塩
（DIN，DIP，DSi）を測定

・直上水と間隙水中の栄養塩の
濃度勾配から供給速度を算出

－間隙水からの栄養塩はどれくらい？－

34 t d−1

播磨灘面積；
3426 km2

陸からの窒素供給平均値で
9.1 mg-N m−2 d−1

9.9 mg-N m−2 d−1

注意点
Site Hは，陸から離れた地点

陸からの影響は，
小さくなる海域ともいえる

間隙水からの栄養塩供給が
相対的に高く見積もられている
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Max ~250 μM
Max ~35 μM
Max ~700 μM

Max ~1500 μM
Max ~300 μM
Max ~900 μM

Max ~35 mg-N m−2 d−1

Max ~3.6 mg-P m−2 d−1

Max ~120 mg-Si m−2 d−1

Max ~243 mg-N m−2 d−1

Max ~68 mg-P m−2 d−1

Max ~230 mg-Si m−2 d−1

間隙水中からの栄養塩供給は，
重要な栄養塩のソースである
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